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第 6-27 図(1) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（応答スペクトルに基づく手法） 

（基本モデル・短周期レベルの不確かさケース，水平方向）  
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第 6-27 図(2) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（応答スペクトルに基づく手法） 

（断層傾斜角の不確かさケース・断層傾斜角と短周期レベル

の不確かさを重畳させたケース，水平方向） 
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注記 ：図中の震源断層面は，断層傾斜角の不確かさケースの震源断層面を示す。 

 

（a）要素地震の震央位置 

 

 

（b）観測記録の波形 

第 6-28 図 要素地震の震央位置及び観測記録の波形（内陸地殻内地震） 
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第 6-29 図(1) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（基本モデル，水平方向） 
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第 6-29 図(2) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（基本モデル，鉛直方向） 
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第 6-29 図(3) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（短周期レベルの不確かさケース，水平方向） 
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第 6-29 図(4) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（短周期レベルの不確かさケース，鉛直方向） 
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第 6-29 図(5) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（断層傾斜角の不確かさケース，水平方向） 
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第 6-29 図(6) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（断層傾斜角の不確かさケース，鉛直方向） 
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第 6-29 図(7) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法）（短周期レベルと断層傾斜角の不

確かさを重畳させたケース，水平方向） 
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第 6-29 図(8) 「出戸西方断層による地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法）（短周期レベルと断層傾斜角

の不確かさを重畳させたケース，鉛直方向） 
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第 6-30 図(1) 加藤ほか（2004
（54）

）による応答スペクトル（水平方向） 
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第 6-30 図(2) 加藤ほか（2004
（54）

）による応答スペクトル（鉛直方向） 
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第 6-31 図(1) 震源を特定せず策定する地震動の応答スペクトル（水平方向） 
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第 6-31 図(2) 震源を特定せず策定する地震動の応答スペクトル（鉛直方向） 
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第 6-32 図(1) 応答スペクトルに基づく地震動評価結果 

と基準地震動Ｓｓ－Ａの比較（水平方向） 
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第 6-32 図(2) 応答スペクトルに基づく地震動評価結果 

と基準地震動Ｓｓ－Ａの比較（鉛直方向） 
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第 6-33 図 継続時間及び振幅包絡線の経時的変化 
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（a）Ｓｓ-ＡＨ 

 

 

（b）Ｓｓ－ＡＶ 

第 6-34 図 設計用応答スペクトルに対する設計用模擬地震波の応答スペクトルの比 
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（a）Ｓｓ－ＡＨ 

 

 

（b）Ｓｓ－ＡＶ 

 

 

第 6-35 図 Ｓｓ－ＡＨ，Ｓｓ－ＡＶの設計用模擬地震波の加速度時刻歴波形 
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第 6-36 図(1) 基準地震動Ｓｓ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）の応答スペクトル（NS方向） 
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第 6-36 図(2) 基準地震動Ｓｓ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）の応答スペクトル（EW方向） 
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第 6-36 図(3) 基準地震動Ｓｓ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）の応答スペクトル（UD方向） 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 6-37 図(1) 基準地震動Ｓｓ－Ｂ１の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 6-37 図(2) 基準地震動Ｓｓ－Ｂ２の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 6-37 図(3) 基準地震動Ｓｓ－Ｂ３の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 6-37 図(4) 基準地震動Ｓｓ－Ｂ４の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 6-37 図(5) 基準地震動Ｓｓ－Ｂ５の加速度時刻歴波形 
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第 6-38 図(1) プラントノースに方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）の応答

スペクトル（NS方向） 
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第 6-38 図(2) プラントノースに方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）の応答

スペクトル（EW方向） 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 6-39 図(1) プラントノースに方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ１の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 6-39 図(2) プラントノースに方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ２の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 6-39 図(3) プラントノースに方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ３の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 6-39 図(4) プラントノースに方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ４の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 6-39 図(5) プラントノースに方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ５の加速度時刻歴波形 
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第 6-40 図(1) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ

（Ｂ１～Ｂ５）の応答スペクトル（NS方向） 
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第 6-40 図(2) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ

（Ｂ１～Ｂ５）の応答スペクトル（EW方向） 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 6-41 図(1) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ１

の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 6-41 図(2) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ２

の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 6-41 図(3) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ３

の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 6-41 図(4) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ４

の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 6-41 図(5) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の基準地震動Ｓｓ－Ｂ５

の加速度時刻歴波形 
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第 6-42 図(1) 基準地震動Ｓｓ－Ｃ（Ｃ１～Ｃ４）の応答スペクトル（水平方向） 
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第 6-42 図(2) 基準地震動Ｓｓ－Ｃ（Ｃ１～Ｃ３）の応答スペクトル（鉛直方向） 
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（a）水平方向 

 

 

（b）鉛直方向 

 

第 6-43 図(1) 基準地震動Ｓｓ－Ｃ１の加速度時刻歴波形 
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（a）ダム軸方向 

 

 

（b）上下流方向 

 

 

（c）鉛直方向 

 

第 6-43 図(2) 基準地震動Ｓｓ－Ｃ２の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 6-43 図(3) 基準地震動Ｓｓ－Ｃ３の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

第 6-43 図(4) 基準地震動Ｓｓ－Ｃ４の加速度時刻歴波形 
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第 6-44 図(1) ロジックツリー（特定震源，プレート間地震） 
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地震動評価手法：NGA式＊1（5式の平均）による 

注記 ＊1：Campbell et al.(2014
（51）

)，Abrahamson et al.(2014
（49）

)，Boore et al.(2014
（50）

)， 

Chiou et al.(2014
（52）

)，Idriss(2014
（53）

)による距離減衰式   

（a）出戸西方断層 

 

地震動評価手法：Noda et al.(2002
（29）

)による 

（b）出戸西方断層以外の活断層による地震 

 

 

 

第 6-44 図(2) ロジックツリー（特定震源，内陸地殻内地震） 

 

  

(松田式) 

(武村式) 

＊1 
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地震動評価手法：Noda et al.(2002
（29）

)による 

（a）プレート間地震 

 

地震動評価手法：Noda et al.(2002
（29）

)による 

注記 ＊1：敷地に近い震源領域③でのみ考慮 

（b）海洋プレート内地震 

 

地震動評価手法：Noda et al.(2002
（29）

)による 

注記 ＊1：敷地に近い震源領域①，②，③，④でのみ考慮 

（c）内陸地殻内地震 

 

第 6-44 図(3) ロジックツリー（領域震源） 

 

＊1 
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第 6-45 図(1) 基準地震動Ｓｓ－Ａ及びＳｓ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）と一様ハザードスペクト

ルの比較（水平方向） 

 



230 

 

 

 

第 6-45 図(2) 基準地震動Ｓｓ－Ａ及びＳｓ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）と一様ハザードスペクト

ルの比較（鉛直方向） 
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第 6-46 図(1) 基準地震動Ｓｓ－Ｃ（Ｃ１～Ｃ４）と一様ハザードスペクトル

（領域震源（内陸地殻内地震））の比較（水平方向） 
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第 6-46 図(2) 基準地震動Ｓｓ－Ｃ（Ｃ１～Ｃ３）と一様ハザードスペクトル（領域震源

（内陸地殻内地震））の比較（鉛直方向） 
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第 6-47 図(1) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ａ，第 1ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(2) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ１，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(3) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ２，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(4) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ３，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(5) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ４，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(6) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ５，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(7) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ１，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(8) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ２，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(9) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ３，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(10) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ４，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47図(11) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ａ，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(12) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ１，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(13) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ２，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(14) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ３，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(15) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ４，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47 図(16) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ５，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47 図(17) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ１，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47 図(18) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ２，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47 図(19) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ３，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(20) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ４，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47 図(21) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ａ，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(22) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ１，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(23) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ２，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(24) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ３，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(25) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ４，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(26) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ５，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(27) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ１，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(28) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ２，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 




